
愛媛県西条市議会 議長 行 元 博

「政策提言会～より身近な課題解決のために～」
「議員間討議による議会機能の飛躍的向上」
「議会事務局業務の改善による時間外勤務時間削減作戦」

前進あるのみ!!
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「議会活性化を目指して」
議員と事務局が二人三脚で歩む

議会改革



「政策提言会～より身近な課題解決のために～」
目的
市政の現状を踏まえた課題を把握し、その課題の解決に向け、積極的に政策等の
立案を行うことで、議員の政策形成能力の向上を図り、市政に反映せしめる。

全国的に提言を実施する
単位は、委員会が多い。
しかし、
西条市議会の実施単位は、
会派及び会派に属さない議員

令和３年度には、第１１回目の開催を迎え・・・

１８０項目!!
これまでに提言された項目は

提言を受けた執行機関では、新たな視点からの提言として、より良い
市政運営に資するべく、事業実施時に提言内容を踏まえた検討を行っている。

ここに注目!!



政策提言対応状況一覧表
年度 提言数 実施済 検討中 実施予定なし

令和３年度 １４ ― ― ―

令和２年度 １４ ７ ５ ２

令和元年
（平成３１年度）

１３ ５ ３ ５

平成３０年度 １５ ３ ６ ６

平成２９年度 １６ ９ ２ ５

平成２８年度 １２ ８ ２ ２

平成２７年度 １９ １２ ２ ５

平成２６年度 １６ １０ １ ５

平成２５年度 ２１ １３ ４ ４

平成２４年度 １８ １２ ３ ３

平成２３年度 ２２ １８ １ ３

合計 １８０ ９７ ２９ ４０



自治体運営は
非常に厳しい状況 市議会の責任が増大

これまで以上に、市民の負託に応えられる議会へ

議員間討議によって

意思決定を行う

特別委員会を設置

議会機能の
強化

議会組織の
見直し

市民に開かれた議会を

目指し、議会改革を推進

情報公開の
推進

全２６項目の事項

「議員間討議による議会機能の飛躍的向上～」



議員自らが議会改革に取り組む
意識の醸成議員間討議が議会改革の原動力に!!

主な取組と成果

委員会で方向性が示された議員定数について、公聴
会及び参考人招致、パブリックコメントを実施し、
議員定数を２名削減することに成功した。

特別委員会のみならず、タブレット端末等の導入に
当たっては、導入段階に応じた組織を設置すること
で、議員が自ら考え、取組を実施する流れが形成さ
れた。

これまでの取組を確かなものとし、改選後の議会に
引き継ぎを行うため、任期４年間で取り組んだ課題
を振り返り、その成果を評価・検証した。

議員間討議

ここに注目!!

議会機能の向上

意識の醸成

評価及び検証



最小限の労力で最大限の効果を！！

課題 議会事務局業務の複雑化、更に定例会開催月に集中する
庶務的・調査的・議事的業務による時間外勤務時間の大
幅な増加（業務が深夜まで及ぶことがしばしば・・・）

〇議会事務局業務の見直し
・慣例的に作成していた資料を見直し、作成意義や法的根拠の明確化
・煩雑になりがちな引き継ぎや複雑化する文書整理を見直し、事務処理ルール
を簡素化

・事務局職員が年１回以上の啓発研修に参加することで、個々のレベルアップ
の向上を図り、議会事務局全体のレベルを底上げする取組を継続して実施

「議会事務局業務の改善による
時間外勤務時間削減作戦」



作成資料の見直し

議会事務局業務の見直し

協議しやすい職場環境と
迅速な意思決定

タブレット端末の導入によ
る完全ペーパーレス化

時間外勤務時間
大幅削減に成功

23.0

25.0

25.9

23.7

4.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

平成２９年 平成３０年 平成３１年 令和２年 令和３年

６月における平均時間外勤務時間の推移

事務処理ルールの
簡素化

継続した研修によ
るレベルアップ

職員自ら問題意識を持ち、
課題を協議するなど、業務に臨む
姿勢にも変化が生じ、

更なる業務改善が推進された。

ここに注目!!


